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小学校道徳科_授業づくり FIRST STEP 

授業づくり FIRST STEP ―小学校道徳科― 

１ 授業構想は何のため？ 

 

 

 

 

 

 

２ 授業構想の手順 

① 年間指導計画を確認します。 

 

② 指導する内容項目に対する児童の実態を把握します。 

 

③ 指導の意図を明らかにします。 

 

④ 授業全体の展開について構想します。 

 

３ 授業構想の具体 

（例：Ｃ 主として集団や社会との関わりに関すること 12規則の尊重 「ごちそうさまの あとで」文部科学省 小学校道徳 読み物資料集） 

① 年間指導計画を確認します。 

 各学年の基本方針、各学年の年間にわたる指導の概要（主題名、ねらい、教材、学習指導過程と指導の方法

など）を確認する。 

 

 

 

 

② 指導する内容項目に対する児童の実態を把握します。 

 小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 特別の教科 道徳編（以下、小道解説）を用いて、内容項目やそ

の概要、指導の要点を確認する。 

 

〔第１学年及び第２学年〕 

 約束やきまりを守り、みんなが使う物を大切にすること。 

内容項目の概要 指導の要点 

➢ …約束や法、きまりを進んで守ることができるようにするこ

とが必要である。… 

➢ …よりよい人間関係を形成する上では、自分の思いのままに

行動するのではなく、集団や社会のために自分が何をすれば

よいのか、また自分に何ができるのか… 

➢ …身近な約束やきまりを取り上げ、それらはみ

んなが気持ちよく安心して過ごすためにある

ことを理解し… 

➢ …みんなで使う物や場所を進んで大切にし、工

夫して使いたいという判断力や態度… 

 指導する内容項目に対する児童の実態を把握し、指導上の課題を具体的に捉える。 

・これまでの教育活動や指導場面を振り返ったり、アンケートなどを用いたりして、児童の実態を把握する。 

 

 

 

③ 指導の意図を明らかにします。 

 具体的に捉えた指導上の課題を基に、主題名やねらい、教材を検討し、指導の意図を明らかにします。 

 

時期 【主題名】＜内容項目＞『教材名』 ねらい 

９月 

【みんなのことをかんがえて】 

＜Ｃ 主として集団や社会との関わりに関すること12 規則の尊重＞ 

『ごちそうさまのあとで』 

みんなが気持ちよく過ごすためにでき

ることを考え、進んで行動しようとす

る実践意欲と態度を育てる。 

 

 

 

 

④ 授業全体の展開について構想します。 

 

 

 

 

 教材を吟味する。 

・授業者が児童に考えさせたい道徳的価値に関わる事項がどのように含まれているか検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学習指導要領では、新しい時代に必要な資質・能力を育成するために、「主体的・対話的で深い学び」
を実現することが大切だと示されています。 

○道徳科は、よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解を基に、
自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを深める学習を行います。 

○道徳科の授業を構想することで、道徳科における「主体的・対話的で深い学び」及び「考え、議論す
る道徳」につながります。 

６ ４ ２ 

７ ５ ３ １ 

学校生活に慣れてきた今だからこそ、児童が「規則の尊重」について、「公共心・公徳心」を手掛かりに考え直す

ことで、集団生活の中の規則の意義や大切さについて考えることができるだろう。 

学校教育は、関係法令及び学習指導要領に基づいて編成された教育課程を実施することが求められていま

す。道徳科の授業においても同様に、年間指導計画等に従って全ての教師が意図的、計画的に指導すること

が重要です。                                                                  （小道解説 p.92） 

指導の意図を明らかにした計画 

Ｃ 主として集団や社会との関わりに関すること 12 規則の尊重（小道解説 pp.50-51） 

「きまりを進んで守ること」は、大体の児童ができているな。 
しかし、「集団や社会のために自分が何をすればよいのか、また自分に何ができるのか」については、考える
機会が少なかったかもしれない。 

ねらい、児童の実態、教材の内容などを基に、授業全体の展開について考えます。その際、児童がどの
ような問題意識をもって学習に臨み、ねらいとする道徳的価値を理解し、自己を見つめ、多様な感じ方
や考え方によって学び合うことができるのかを具体的に予想しながら、それらが効果的になされるため
の授業全体の展開を構想しましょう。                     （小道解説 p.81） 

「ごちそうさまの あとで」文部科学省 小学校道徳 読み物資料集 

教材をそのままの順で読み進めるだけでは、①の結
末の写真から、「規則遵守」の見方や考え方に偏ってし
まうのではないかな。これでは、ねらいに合わない
ぞ。 

この教材は、「教材の結末＝授業のまとめ」になってしまうと、当たり前のことを学習することになったり、
特定の価値観を押し付けたりすることになるかもしれない。 

①の結末の写真ではなく、②や⑤の写真で、スプーン
を整頓している人の写真に着目させることで、ねらい
に迫ることができるかもしれないぞ。 

③や④、⑥の写真で、スプーンを整頓していない
人の写真に着目させると、「自分にも経験があ
る」「その気持ちが分かる」という人間理解や他者
理解にもつながるかもしれないな。 
写真を基に、対比的な見方や考え方ができると
よいかもしれない。 
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 基本的な学習指導過程（導入・展開・終末）に即して、具体的な児童の学習状況を想定する。 

 導入 展開 終末 

段階 

主題に対する児童の興味や関

心を高め、ねらいの根底にあ

る道徳的価値の理解を基に自

己を見つめる動機付けを図る

段階 

中心的な教材によって、児童一人

一人が、ねらいの根底にある道徳

的価値の理解を基に、自己を見つ

める段階 

ねらいの根底にある道徳的価値

に対する思いや考えをまとめた

り、道徳的価値を実現することの

よさや難しさなどを確認したり

して、今後の発展につなぐ段階 

想定する

具体的な

児童の 

学習状況 

 

○ 児童は、結末の写真⑦を見

せたら、「規則遵守」という

道徳的価値を手掛かりに

「このクラスは、いいクラス

だ」と言うだろう。 

 

○ 結末に至るまでの過程（主に写

真③や⑥）に着目させ、ねらい

とする「公共心・公徳心」という

道徳的価値を手掛かりにする

ことで、「本当にいいクラスだ

ろうか？」という問いをもつこ

とができるだろう。 

 

○ 導入、展開の学習活動を踏まえ

て、「いいクラス」に対する見方

や考え方が広げられるだろう。 

 

 

 

 

 

 

 道徳科に生かす指導方法の工夫を取り入れる。 

 

 

 

 

 導入 展開 終末 

指導方法の 

工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 道徳科の授業に対する評価の観点を立てる。 

 

 

 

 

👉本時の詳細については、「学習指導プラン」を御参照ください。 

ア  学習指導過程は、道徳科の特質を生かし、道徳的価値の理解を基に自己を見つめ、自己の生き方について考え

を深められるよう適切に構成されていたか。また、指導の手立てはねらいに即した適切なものとなっていたか。 

イ  発問は、児童が多面的・多角的に考えることができる問い、道徳的価値を自分のこととして捉えることができる

問いなど、指導の意図に基づいて的確になされていたか。 など 

道徳科に生かす指導方法には多様なものがあります。ねらいを達成するには、児童の感性や知的な興味
などに訴え、児童が問題意識をもち、主体的に考え、話し合うことができるように、ねらい、児童の実
態、教材や学習指導過程などに応じて、最も適切な指導方法を選択し、工夫して生かしていくことが必
要です。                                   （小道解説 p.84） 

（小道解説 p.84） 

学習指導案（例） 

 

 

 

 

授業の中で予想される具体的な児童の学習状況を想定することで、より指導の意図に基づいた授業を構想
することができるな。 

明確な意図をもって指導の計画を立て、授業の中で予想される具体的な児童の学習状況を想定し、授業の
振り返りの観点を立てることが重要です。道徳科の学習指導過程や指導方法に関する評価の観点はそれぞ
れの授業によって、より具体的なものとなります。詳しくは次頁を御覧ください。    （小道解説 p.115） 

評価の観点（例） 

道徳科の学習指導を構想する際には、学級の実態、児童の発達の段階、指導の内容や意図、教材の特質、
他の教育活動との関連などに応じて、「多様な教材を生かした指導」「体験の生かし方を工夫した指導」「各
教科等と関連をもたせた指導」など、柔軟な発想をもつことが大切です。     （小道解説 pp.83-84） 

道徳科の学習指導過程には、特に決められた形式はありませんが、一般的には「導入、展開、終末」の各
段階を設定することが広く行われています。それぞれの段階における工夫を意識しながら、具体的な児
童の学習状況を想定することが大切です。                    （小道解説 p.82） 

児童の学習状況を具体的に想定する
ことで、道徳科の特質を生かした学習
指導になっているかを振り返りなが
ら、授業を構想することができるね。 

指導の意図によって、教材
の吟味、板書を生かす工夫
や教材を提示する工夫、発
問の工夫、書く活動の工夫、
話合いの工夫など、学習指
導過程に即した指導方法の
工夫の取り入れ方が変わる
ね。児童の実態を基に、授業
者の指導の意図を明確にす
ることが大切だね。 

 

 

 

 

教材を提示する工夫 
導入では、結果の写真を先に示そう。展開で、残りの写真をあとから提示しよう。 

発問の工夫 
導入と終末で、問題場面に対する児童の考えや価値観を問おう。必要に応じて、問い返しをしよう。 

書く活動の工夫 
発問の工夫に合わせて考えを記述で

きるようにしよう。 

話合いの工夫 
展開で話し合う際は、話し合う視点や

柱を設けるなどして、何について話し

ているのか明確になるようにしよう。 

教材を提示する工夫 

板書を生かす工夫 

発問の工夫 

書く活動の工夫 

話合いの工夫 

板書を生かす工夫 
学習指導過程に応じて、考えたり話し合ったりしたことを整理できるように板書計画を立てよう。 

書く活動の工夫 
終末にも考えを記述できるようにし

て、変容を捉えられるようにしよう。 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r6/02_syo_chu_kakukyouka/05_shoudou_gakushushidouplan.pdf
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４ 道徳科における評価は何のため？ 

 

 

 

 

 

(1)  道徳科における評価 

道徳科における評価について、小道解説では、以下のように示されています。 

・ 個々の内容項目ごとではなく、大くくりなまとまりを踏まえた評価とすること 

・ 他の児童との比較による評価ではなく、児童がいかに成長したかを積極的に受け止めて認め、励ます個人内評

価として記述式で行うこと 

・ 学習活動において児童がより多面的・多角的な見方へと発展しているか、道徳的価値の理解を自分自身との

関わりの中で深めているかといった点を重視すること 

・ 組織的、計画的な評価を推進すること   など 

（小道解説 pp.109-113） 

 

(2)  道徳科における児童の学習状況及び成長の様子についての評価 

道徳科の学習状況の評価に当たっては、道徳科の学習活動に着目し、年間や学期といった一定の時間的な

まとまりの中で、児童の学習状況や道徳性に係る成長の様子を、様々な工夫を凝らしながら把握する必要が

あります。特に重視することとして、次の評価の視点が挙げられます。 

視点 
一面的な見方から、多面的・多角的な見方へ

と発展しているか 

道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深め

ているか 

児
童
の
具
体
的
な
姿 

○道徳的価値に関わる問題に対する判断の

根拠やそのときの心情を様々な視点から

捉え考えようとしている。 

○自分と違う立場や感じ方、考え方を理解し

ようとしている。 

○複数の道徳的価値の対立が生じる場面に

おいて取り得る行動を多面的・多角的に

考えようとしている。 

○ 読み物教材の登場人物を自分に置き換えて考え、

自分なりに具体的にイメージして理解しようとして

いる。 

○ 現在の自分自身を振り返り、自らの行動や考えを見

直している。 

○ 道徳的な問題に対して自己の取り得る行動を他者

と議論する中で、道徳的価値の理解を更に深めて

いる。 

○ 道徳的価値を実現することの難しさを自分のこと

として捉え、考えようとしている。 

見取り方 

➢ 発言、感想文、質問紙の記述等から見取る。 

➢ 教師や他の児童の発言に聞き入ったり、考えを深めようとしたりしている姿に着目するなど、発言

や記述ではない形で表出する児童の姿に着目する。 

➢ 感想文や質問紙の記述等が、一定の期間を経て多面的・多角的な見方へと発展しているなどの状

況に着目する。 

評価の

ための

具体的

な工夫 

◇ 児童の学習の過程や成果などの記録を計画的にファイルに蓄積したものを活用する。 

◇ 児童が道徳性を養っていく過程での児童自身のエピソードを累積したものを活用する。 

◇ 作文やレポート、スピーチやプレゼンテーションなど具体的な学習の過程を通じて児童の学習状況

や道徳性に係る成長の様子を把握できるものを活用する。 

 

(3)  道徳科の授業に対する評価 

道徳科の授業に対する評価に当たっては、明確な意図をもって指導の計画を立て、授業の中で予想される具

体的な児童の学習状況を想定し、授業の振り返りの観点を立てることが重要です。こうした観点をもつことで、

指導と評価の一体化が実現することになります。  

道徳科の学習指導過程や指導方法に関する評価の観点はそれぞれの授業によって、より具体的なものとなり

ますが、その観点としては、次のようなものが考えられます。 

観点 

ア  学習指導過程は、道徳科の特質を生かし、道徳的価値についての理解を基に、自己を見つめ、自己の

生き方について考えを深められるよう適切に構成されていたか。また、指導の手立てはねらいに即し

た適切なものとなっていたか。 

イ  発問は、児童が多面的・多角的に考えることができる問い、道徳的価値を自分のこととして捉える

ことができる問いなど、指導の意図に基づいて的確になされていたか。 

ウ  児童の発言を傾聴して受け止め、発問に対する児童の発言などの反応を、適切に指導に生かしてい

たか。 

エ  自分自身との関わりで、物事を多面的・多角的に考えさせるための、教材や教具の活用は適切であっ

たか。 

オ  ねらいとする道徳的価値についての理解を深めるための指導方法は、児童の実態や発達の段階にふ

さわしいものであったか。 

カ  特に配慮を要する児童に適切に対応していたか。 

工夫 

ア 授業者自らによる評価 

・ 授業者自らが記憶や授業中のメモ、板書の写真、録音、録画などによって振り返る。 

・ 児童一人一人の学習状況を確かめる手立てを用意しておき、それに基づく評価を行う。 

イ 他の教師による評価 

・ 道徳科の授業を参観した教師からの指摘を受ける。 

・ あらかじめ重点とする評価項目を設け、ティーム・ティーチングの協力者などから評価を得る。 

 

 

 

 

👉本時の詳細については、「学習指導プラン」を御参照ください。 

○道徳性を養うことを学習活動として行う道徳科の指導では、その学習状況や成長の様子を適切に把
握し、評価することが求められます。 

○児童の学習状況の把握を基に授業に対する評価と改善を行う上で、学習指導過程や指導方法を振り
返ることは重要です。教師自らの指導を評価し、その評価を授業の中で更なる指導に生かすことが、
道徳性を養う指導の改善につながります。 

教師の指導による児童の学習状況を把握して評価することを通して、改めて学習指導過程や指導方法につ
いて検討し、今後の指導に生かすことができるようにしなければなりません。また、道徳科の授業で児童
が伸びやかに自分の感じ方や考え方を述べたり、他の児童の感じ方や考え方を聞いたり、様々な表現がで
きたりするのは、日々の学級経営と密接に関わっています。            （小道解説 p.116） 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r6/02_syo_chu_kakukyouka/05_shoudou_gakushushidouplan.pdf

